
生活の中で何を優先したいと考えるか？
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8: わからない
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希望

現状

どの職種でも、現状で
は「仕事」を優先してい
ると回答した割合は、
「仕事」を優先したいと
希望する割合よりも高
い。

仕事と生活の調和のために効果的だと思われる支援や制度は？
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その他

フレックス・裁量労働制、休暇
制度の改善、短時間勤務、在
宅勤務制度が効果的だと考
えられている。

現在の生活で優先していることは？

「男女共同参画意識調査2016」調査結果の紹介 －２－男女共同参画意識調査2016
仕事と生活の調和

仕事のみを優先したいと考えている職員は全体の3％
多くの職員がワーク・ライフ・バランスを実践したいと考えている

様々な勤務の形態を選択できることが有効と考えている
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